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　アローナは、国境に程近い街だ。

　その街は、元々この土地を治めていた領主の名を戴いてアローナとつけられた。

　隣国の侵攻を防ぐ砦であり、防衛の要として機能していた精鋭の騎士団駐屯の地であったが、停戦・和平条約が締結され、両国の王族の婚姻を機に友好な関係を築けている現在、それもすっかり過去のこととなっている。

　街道が敷かれ、出国する者や帰国した者、もしくは隣国からの商人や旅人が最初に訪れる街であるこの土地に、いつしか人が集まり、街を形成した。

　今では国境警備、近隣の山や森林に生息する大型害獣の駆除や盗賊団などの討伐、そして街や街道の治安維持が騎士団の主な仕事であり、どちらかといえば閑職と取られがちな任地ではあった。

　それでも、小高い丘の上に建てられた堅牢な石造りの砦は物見の塔を四方に配置し、兵舎、広い鍛錬場や馬場などを城壁で取り囲んでおり、騎士たちは有事に備えて日々己が腕を鍛えていた。

　砦に駐屯する第十騎士団は、団長一名、副団長二名を筆頭に、一部隊七十人、三部隊編成から成る。上級将官は最低五年、下士官は三年の任期だが、望めば留まることもできる。現在の団長と副団長の一人は既に十年アローナに駐在している。団長は妻子を王都から呼び寄せ、副団長はこの地の女性を妻に迎えたため、当分ここに留まるだろうと言われていた。

　国境のため王都までは馬車でも片道一週間はかかるド田舎のアローナは、大きな街道沿いであってもそれほどたいした娯楽施設もないので、若い騎士にはあまり人気がない。それでも留まることを望む者がいるのは理由があった。

　収穫祭である。

　アローナは軍施設の傍であるために、いざという時のために自給自足ができるようにと、時の領主より農地の開墾が奨励され、街道筋の街と比べても専業もしくは兼業で農業に従事する者が半数近くとかなり多めの比率を占めていた。

　よって、秋に行われる収穫祭は盛大だ。

　三日間ぶっ通しで行われる収穫祭は、それ目当ての観光客や行商人も訪れる、この近隣では結構大きな祭りとして有名だ。普段は居酒屋や食堂のみだが、この時期だけ宿屋も兼ねる店が増えるほど外からの客が集まるし、行商人も多い。

　年に一度の大きな祭りは、地元の住人だけでなく、駐屯している若い騎士たちにも楽しみなイベントで、三日間なのは三交代の騎士たちが一日は祭りを楽しめるよう配慮しているのだと言われているくらいだ。

　そして、この祭りにはもう一つの意味がある。

　嫁取りの祭りだ。

　宵夜の鐘の後の時間は、宵祭りと呼ばれ、十八歳の成人にならないと参加が許されない。

　当初、子供を寝かしつけたあとの大人の祭りというだけだった宵祭りは、次第に形を変え、やがて結婚を意識した出逢いの場となった。

　だから未婚の若い男女の参加率が異様に高い。

　片想いの者はこの日に告白をし、交際している者も求婚して、受け入れられれば一生仲睦まじく暮らしていけるというお約束の言い伝えは、この土地の者には子供の頃からある種の憧れのようなものとして、半ば笑いながら、半ば本気で受け入れられている。

　一生睦まじくなんてそんなウマい話があるワケないだろう、ウチの父ちゃんと母ちゃんそれで結婚したけど喧嘩ばっかりだ、などという定番の文句は当然ある。だがそれでもその風習が延々と受け継がれているのは、やはりこの祭りで実際に結婚して、なんだかんだ言っても離婚することもなく、生涯を共にする夫婦がとても多いからだろう。

　祭りに参加する未婚男性は一輪の花を持ち、女性は手首に刺繍糸などで編んだフィタと呼ばれる腕輪をつけることで未婚を表すと同時に想い人がいることを示す。

　どちらから申し込んでもいいが、男性からの場合は花を、女性からの場合は揃いのフィタを差し出し、告白を受けるのならばそれを受け取るというのがお約束だ。

　想いが叶った時点で揃いのフィタをつけて婚約の証とし、結婚の時にフィタを切って代わりに揃いの金属の腕輪をつける。

　そんな風習に憧れる女性は多く、だから男性もそれを叶えるため祭りに参加するのだ。

　そして、祭りは砦に駐屯する騎士たちも参加する。

　治安警備の任務としてだけではなく、もちろん未婚の男性としてだ。

　王都に帰る前提でこの地に来ている騎士たちだが、アローナの女性と結ばれる者は結構いる。

　日々の街中哨戒や休日の外出などで女性と出逢う機会は意外に多い。都会出身で洗練された垢抜けた男性、その上強くて頼り甲斐があるというイメージの騎士は、田舎の娘たちが憧れ恋心を持ってもなんら不思議な存在ではなかった。

　そして王都にいるような派手な女性でなく、素朴な女性を好む男にはアローナの女性は好かれる傾向にある。祭りで結ばれる騎士と街の娘は毎年何人もいた。

　この土地の女性は『綺麗な身体で嫁に行く』ことを当然とする気風がある。

　昔は騎士の中にも欲望のままに安易に女性に手を出す不埒者もいて、手を出された女性の親が騎士団長に責任を取って結婚するよう抗議する事例が何度もあった。当の騎士に詰め寄って遊びだったと拒否された結果、自殺を図る女性まで出たことで、由々しき事態と捉えた団長が厳しい綱紀粛正を図り、それ以来そのような事態は一掃されているという。

　風習は根強く残っており、現在も女性は結婚するまでは処女でいることが尊ばれ、婚前交渉があったとしても結婚を決めた相手にしか身体を許さないとされていた。

　そして近頃は、彼女たちの純潔は宵祭りの夜、数多く散らされていた。

　気持ちを確かめ結婚を決めた男と女は、互いを身も心も求め合うものだから。
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　カン、カン、カン。

　パッタン、トン、パッタン、トン、パッタン、トン。

　いつも、この辺りでは、午後になると二つの音が聞こえる。

　ひとつは鍛冶屋の槌の音、もうひとつは機織りの音だ。

　鍛冶屋は母屋に工房があり、機織りの方は母屋の隣が作業小屋である。

　両方とも三代続く家だが、今は鍛冶屋はその孫が一人で、機織りの家は娘とその母がつましく暮らしている。










　カン、カン、カン……。

　朝から槌で金属を叩く音が響いている。

　やがて正午を少し過ぎた頃、開きっぱなしの鍛冶屋の工房に一人の女性がお構いなしに入ってきた。

　明るい栗色の長い髪をくるくると器用に巻いて簪で留めているその女性は、隣の機織り娘のリーリャだ。

「キース、お昼持ってきたよー」

　皿を持ってやってきたリーリャは、槌を振るう男が振り向きもしないのにも構わず、入ってすぐの作業台に皿を置こうとした。だが、ごちゃごちゃとモノが置いてあって置き場所がない。リーリャは溜め息をついて脇の椅子の上に置いた。

「もー、まーた机の上ごっちゃごちゃ。昨日も片付けたのに」

　勝手知ったる隣の工房とばかりに、置きっぱなしの図面や書類などを適当に揃えて重ねたり、工具や筆記用具などを引き出しに片付けたりしてから机の上に皿を置き直す。

「キース、お昼置いとくから食べてね」

　一心不乱に槌を振るう青年は振り向きもしなければ返事もしないが、毎度のことだ。聞いているのは判っているし、慣れているから構わない。

　そのまま出ていこうとして、ふとキースのすぐ後ろで汗拭きのタオルが落ちているのを見つけた。彼は肩から落ちたのに気付いていないらしい。

「キース、落ちてるよ」

「それ以上近づくんじゃねえ！」

　リーリャが近寄って拾おうとした瞬間、今まで無言だったキースが突然怒鳴った。振りかぶろうとした槌を置いて、後ろの石造りの土間に落ちたタオルを拾う。

　昔、祖父が仕事をしていた子供の頃はよく工房の中でも走りまわっていたものだが、一度キースが大きな怪我をしてから、リーリャは危ないからと炉に近づかないように言われていた。もう大人になったのだし、そんな怪我もしないだろうに、キースは必要以上に炉に近づくことを嫌う。

「あ、ごめん、つい」

　手を出しかけて足を止めたリーリャは反射的に謝った。

「手を止めたついでにお昼食べなよ。また食べ損ねちゃうよ」

　怒鳴られるのにも慣れているリーリャが言うと、座った位置から親の仇のような目でタオルを睨んだキースは、拾ったそれで汗にまみれた顔や短い黒髪を乱暴に拭いた。

「……ああ」

　かろうじて返されたのはそれだけだが、それでもリーリャはにこにこと笑う。

　キースはその笑顔に気まずそうな様子で視線を逸らし、タオルを首に掛けながら立ち上がった時、そのタイミングで更にもう一人、男が入ってきた。

「だからキース、なんでおまえはそうやっていちいちリーリャを怒鳴りつけるんだよ。帰ろうと思ってたのに、びっくりしてこっち見に来ちゃったじゃないか」

　カオを覗かせた彼は、緩いウエーブがかかった金髪でなかなかの二枚目だ。普段は柔らかい表情をしかめてキースに文句を言う。

「……うるせえ」

「うるせえじゃないよ、ちっともしゃべらないくせに、こういう時だけでかい声出してさあ」

「あああー、ごめんなさい、ラティオ。あたしが悪いの。入っちゃダメなとこまで入ろうとしたから」

　ラティオの小言に対して慌ててリーリャが擁護するが、あまり効果はないようで彼は更に続ける。

「それにしたって大声出しすぎでしょ。もう少し優しく言えないのか？」

　キースはそれに言い返しもせず机の前まで出てくると、皿の上のオープンサンドを掴んでその場で食らいついた。あっという間に一つ目が口の中に消える。

「もー、手も洗わないで」

「もうちょっと味わえば？　せっかくのリーリャの手作りを」

　今度はリーリャとラティオ二人ともに言われて、キースは煩わしそうに唸る。

「……いちいちうるせえ」

「いい歳して言わせるおまえが悪いんだろ」

　容赦なく言うラティオを無視して、キースは結局無言で二つ目に手を伸ばす。

　キースとラティオは学校時代の同級生だが、学生の時は特に仲がよかったわけでもない。

　ラティオの家は布を扱う商売をしていて、以前からリーリャの母が織る布を買い取っていた。現在、機織りの仕事はリーリャに引き継がれていて、注文や買い取りのためにラティオが彼女の家に出入りするようになってから、ついでにキースの仕事場にも現れるようになった。

　意外と世話好きなのかカオを出しては説教するラティオを、キースはうるさそうにしながらも特に拒否することもなく放置している辺り、案外それほど仲は悪くないのだろう。リーリャはちょっと微笑ましい気分で見ているわけだが、きっと本人たちに言ったら嫌がられそうなので口には出さない。

「……今日はなんでいるんだ」

　三つ目のオープンサンドを片付けてから、キースがラティオに目を向ける。

「ああ、リーリャに仕事を頼みに来たトコ。追加発注にな。もうすぐ祭りだからさ、そのあとの結婚ラッシュに向けて、生地はたくさん用意しとかないといけないし」

　言いながらラティオは爽やかな笑みを浮かべ、リーリャに視線を向けた。

「リーリャの布はキメが細かくて手触りが良くて、職人たちにとても評判がいいんだ。でも急がせて雑になっちゃ元も子もないし、発注の追加がてら、前に頼んだ仕事の進行具合も確認したくてね」

「ありがとう、ラティオ。そう言ってもらえるとがんばり甲斐があります」

　リーリャが笑顔を返す。仕事を認められ褒められればもちろん嬉しい。

「それで、枚数大丈夫かな。少し大変になるかもだけど、なんとかなりそうかな？」

「大丈夫、がんばります。ちゃんと納期に間に合わせるから」

　ガッツポーズを見せるリーリャににこにことうなずいたラティオだったが、それを横目に作業台まで戻っていったキースがぼそりと彼を呼んだ。

「おい」

「ん？」

「発注の追加をするなら期限に余裕を持たせろ。少しオーバーワーク気味だ」

「え、そうなの？」

「え、そんなことないよ、大丈夫だよ」

　ラティオに訊かれてリーリャは否定するが、キースはあっさり暴露する。

「三日、朝から織ってる」

「う」

「また倒れたいのか」

「もうしないよ、平気だよ」

「え、なに、倒れるって」

　どうやらキースはラティオには説明してやる気はないらしい。それ以上モノを言わなくなったキースの代わりに説明を求めて向けられたラティオの視線に負けて、リーリャが苦笑する。

「あー、ずっと前よ、昔の話。機織りを覚えてから、しばらくはヘタで時間がかかったもんだから無理して朝から晩まで織っててね、根を詰めすぎて一度倒れちゃったコトがあって」

「三度。一度は熱まで出した」

「ええ、大変だったんじゃないか。そこまでがんばっちゃダメだよ。無理なら無理ってちゃんと言ってよ？　今ならまだ時間なり枚数なり融通利かせられるからね。で、朝からってのは？　いつも朝から織ってるわけじゃないの？」

「……あー、普段は午前中母さんと畑仕事して、機織りは午後からなの。でも期限が近くなってきても間に合わないかもっていう時は午前中もしてて。もう、キースには機織りの音で進行状況からあたしの体調まで全部バレちゃうんだもん、困っちゃう」

「……当たり前だ。何年隣に住んでると思ってる」

　ぼそりと聞こえたつぶやきに何故かリーリャが嬉しそうなカオをした。ちょっとおもしろくなさそうな様子のラティオが訊く。

「リーリャ、今やってもらってるの、明日の納期で大丈夫？　もう一日くらいなら延ばせるよ？」

「あ、はい、それは大丈夫です。今日これからの半日でできあがる予定だから間違いなく明日には」

「ならいいけど。本当に無理はするなよ？」

「はい、大丈夫だから品質も納期も心配しないでください！」

　にっこりと元気良く返事をしたリーリャに、ラティオが溜め息をついた。

「……リーリャ、今心配してるのは品質じゃなくてきみの身体なんだけど」

「へ？　あ、あの、ごめんなさい、ありがとうございます……」

　しょうもない勘違いにじわじわとカオが赤くなる。それに気を良くしてラティオが笑った。

「まあ、そんなトコも可愛いけどね、リーリャは」

「へっ？　あーもう、ラティオってば優しい上に口も上手いんだから。さらっとそんなコト言われると照れちゃうじゃないですか」

「本当なんだけどな」

　照れながら返せば更に言われ、リーリャは余計に恥ずかしくなる。

　可愛いといった類の褒め言葉を、リーリャはあまり言われたことがない。慣れない言葉は素直に照れる。

　どうごまかせばいいのかと何故か回避する方に考えようとした途端、カン！　という槌の音が響いた。キースが仕事を再開したらしい。話が途切れたことを内心キースに感謝しながら、リーリャはラティオを促した。

「あ、いけない、出ましょう。キースの仕事の邪魔になるから」

「あ、ああ。キース、邪魔した。またな」

　一応挨拶はするものの、キースが返事をしないのはいつものことなので気にしない。ラティオもそれくらいは慣れた。あっという間に平らげた昼食の皿を持って出ようとすると、振り向きもせずキースが言う。

「夕方、商会に行く。晩メシはいい」

「あ、うん、判った、ありがとう！　じゃあね、キース」

　リーリャが嬉しそうに応える。それにはなにも返すことなく槌を振り上げているキースを見遣ると、リーリャはそのまま家を出た。

　先に出て外で待っていたラティオは、不愉快そうに文句を言い出す。

「なんで晩メシ要らないのにありがとうなわけ？　キースの分の食事をつくるのはリーリャの好意なだけだろ？　なんでそんなにリーリャに偉そうなんだよ、あいつは」

　え？　と小首を傾げてから、ああ、とリーリャは笑った。

「違う違う、そうじゃないの。夕方、スミス商会さんに納品に行くんだけど、いつもそのついでに晩ごはんになにか買ってきてくれるの。あたしと母さんとキースの三人分。だから晩ごはんはつくらなくていいよって意味。たぶんあたしがお仕事詰まってるから、気を遣ってくれたんだと思う」

「なんだ、そういうことか。……まったく、判りにくいヤツだな。言葉を省略しすぎなんだよ、あいつは」

「キースだから」

　笑うリーリャはキースの言葉の少なさにすっかり慣れきっているが、そこまで慣れているわけではないラティオは、眉間に皺を寄せている。

「リーリャがそうやって明るく受け止めてやってるから良いようなものの、もう大人なんだからちゃんとまともな会話をしろって言うんだよ。あんな言い方して、リーリャだって傷付かないまでも、いい気はしないんじゃないの？」

「もう慣れちゃいましたし。ちゃんとあたしを心配してくれてるのは判ってるから平気です」

「リーリャって結構そういうトコ、楽天的に構えてるよね」

「そうですね、それはよく友達にも言われました」

　あはは、と笑うリーリャだが、ラティオはふとキースの家を振り返った。

「キースって、昔、学校行ってた頃はもうちょっとしゃべってた気がするんだが……いや、それほど饒舌でもなかったけどさ。一番しゃべってたのは喧嘩してた時くらいか」

「喧嘩する時は怒鳴ってましたよ。そういう時は結構言い返してたし。大抵は相手が悪口言いだした時だから。で、ソッコーで殴りかかる、と」

「ああ、そうだった。拳で黙らせるクチだったな。で、大人に止められて怒られるんだけど、絶対理由を言わなかったんだよな。殴られた方も何故か言わなくて、結局理由が判らなくて両成敗、みたいな」

　あー、と懐かしげに言ったラティオは、ひとつ溜め息を落とす。

「……あの頃から喧嘩の時以外、必要以上にはしゃべらなかったか。俺はあんまりその場に居合わせたことがなかったから原因とかはよく知らなかったけど」

　小首を傾げていると、リーリャが困ったように微笑んだ。

「喧嘩の原因ね、大抵はキースのご両親とおじいさんのことだったの。両親がいないことや、おじいさんが怪我のせいであまり仕事ができなくて貧しかったこと、あと、うちでよくごはん食べてたせいでリーリャんちに世話かけ通しのお荷物、とか。あの人たち、本人にはどうしようもないことばっかりからかってバカにしてたから、キースが怒ったのも仕方ないと思う。でも、そんなの大人には言いたくないでしょ」

「はあ？　あいつら、そんなこと言ってたのか。そりゃ殴られてもしょうがないな。余計なこと言わなきゃキースだって殴りかかったりしなかっただろうに」

　よくキースと殴り合いの喧嘩をしていたメンツを思い出す。両親も揃っていて比較的裕福で、親のいない苦労など知らない奴らばかりだ。成人し、大人になった今はさすがにそんなことは言わないだろうが、子供だったからといって言っていいことと悪いことがあることをちゃんと教えるべきだったと思う。

　キースは決して喧嘩っ早いわけではない。相応の理由がなければ自分から他人に手を出すことなどない。それを判っていてくれることが、ラティオがキースとそれほど仲が悪いわけではないのだろうとリーリャが思っている理由のひとつだった。

「キースは誤解されやすい人だから。でも言わないだけでちゃんと優しいんですよ」

　リーリャは微笑んでいるが、ラティオは再び眉間に皺を寄せる。

「でもなあ、その優しいってのを知ってるのは、リーリャだけなんだよなあ。俺にも少しくらいその優しさってのを見せてもらいたいもんなんだけど」

「ラティオはキースのことちゃんと見てモノを言ってくれてるから、絶対嫌ってはいないと思うけど」

「……それが全然感じられないから言ってんだけど。……はあ、喜んでいいんだかなんだか」

　ぼやくように言うラティオに、リーリャは声を上げて笑った。

















　　　２












　帰りがけに、なにが気になったのか、ふとラティオが訊いてきた。

「そもそも、キースっていつここに来たんだっけ？　だいぶ小さかったとは聞いたけど」

「キースが三歳であたしが二歳の時って聞いてます。あたしからしたら、覚えてる限りの小さい頃の記憶にはもうキースがいたから、どこかから引っ越してきたっていう感覚はないんだけど。え、いきなりどうしたんです？」

「ん？　ちょっと気になっただけだよ。リーリャとキースがいつから一緒にいたのかなあって。リーリャってキースに対する信頼感が半端ないからさ。あの無口の考えてることよく判ってるみたいだし」

「あー、まあ、今は判ってるつもりっていうのが正しいかもだけど。ちっちゃい頃から、ホントにずーっと一緒にいましたから」

「ご両親が事故で亡くなったからおじいさんトコに引き取られたって聞いたけど」

「うん、それで隣だったうちの両親がすごく気にしてね。なにかと手伝ってたみたい。おじいさん、怪我で身体があまり動かなかったのに、ちっちゃい子って動き回るじゃないですか。だから父さんが代わりによくキースを取っ捕まえては、ついでにメシ食ってけーって小脇にぶら下げて連れ帰ってたって母さんが笑ってた」

「へえ、やんちゃな頃もあったんだな、あいつにも」

「そりゃ、二人でよく走りまわって遊んでましたもの。悪さやいたずらもよくしてたから、父さんに叱られて二人で泣いてたこともあったし。でも、キースはずーっと私のこと構ってくれてました」

　キースは一つ年下のリーリャのことを本当によく面倒を見た。

　落ち着きなくすぐ突っ走ろうとするリーリャの襟首を掴まえて止めるのはキースの仕事だった。おかげでリーリャを庇ってキースが怪我をし、泣きながら謝るリーリャの手を引いて家に帰るキースの姿を近所の人はよく見かけ、微笑ましく思ったものだ。

「二人とも一人っ子だったから、お互いが兄妹みたいな感覚で、それこそなにするにもずーっと一緒にいたんですよ。キースが初等学校に通うようになって初めて別の行動を取ることになったけど、あたしも一緒に行くんだって随分泣き喚いて親やキースのおじいさんを困らせてたっけ」

　リーリャは懐かしげに笑う。

「あたしが入学してからは、キースと毎日一緒に登下校して、帰ったら遊んでくれて、一緒に宿題もして。今思えば、年下の女の子相手によく付き合ってくれたよなと」

「そんなに四六時中一緒にいたのか。あんまり友達付き合いが良い方じゃなかったと思うけど、リーリャは別だったんだな」

「うん、キースはリーリャの面倒は俺が見るからって、その頃からずっと私にも両親にも言ってくれてて。そりゃたまには他の子と遊ぶこともあったけど、登下校は初等学校を卒業するまでちゃんと毎日一緒だったの。よく考えるとすごいですよね」

「ひと桁の年の頃からそういうことはくそ真面目ってか。まあ、その辺はヤツらしい」

　苦笑気味に笑ってから、ラティオはふと訊いた。

「学校出てから後のことは俺はあまり知らないけど、キースは余所の鍛冶屋に弟子入りしてたの？　おじいさんには習わなかったんだ？　あれ、そういえば、亡くなったのっていつ？」

「亡くなったのはね、もう六年前になるかな。おじいさん、自分じゃ満足に教えることができないからって同業者の友人にお願いしたんだって。きっといつかは一緒に仕事ができたらって思ってたんだと思う。少なくともキースはそう思ってたはず。……でも、結局それは無理になっちゃった。キースの弟子入り期間三年目の頃に、おじいちゃん、いきなり倒れてあっけなく逝っちゃったから」

　リーリャの声が沈む。

「弟子入り先って住み込みで、あんまり帰って来られなかった時で。いきなりだったから最期を看取ることもできなかったこと、キースはものすごく悔やんでた」

　たった一人残った肉親を失い、そしてそれを看取れなかったことで、キースが後悔のあまり葬式が終わってからひとりでぼろぼろ泣いていたことはリーリャだけが知っている。

　学校を卒業して以降、キースが泣いたのを見たのは後にも先にもその時だけだ。

　ラティオは、そうか、とつぶやくと、また思い出した様子で更に訊いた。

「あれ、きみのお父さんが亡くなったのもその頃じゃなかったっけ？」

「え、あ、うん。その一年半くらい後。丈夫だったからって無理をして、風邪をこじらせた挙げ句に肺炎を併発しちゃってね、そのまま」

「大変だったんだな」

「キースほどじゃないです。あたしにはまだお母さんがいたし、キースも帰ってきてくれたし」

　その頃から、リーリャは泣くのをやめた。感情豊かなリーリャだが、泣くのだけは我慢するようになった。

　キースが泣かないのだから、自分ももう泣かないんだと心に決めた。

　父が亡くなった数か月後にキースが帰ってきて祖父の工房を開き直し、仕事を始めた。

　リーリャは、キースは自分と母を心配して戻ってきてくれたのだと思っている。

　だって、弟子入り期間は五年だと聞いていたのに半年も早く戻ってくる理由が他にあるだろうか。

「ただねえ、帰ってきてからキース、すっかりしゃべらなくなっちゃって。そりゃ元々そんなにしゃべる人じゃなかったけど。輪をかけてしゃべらなくなっちゃったのはなんでなんだとは疑問に思ってるんですけど」

　幼い頃からキースはあまり口数が多くなかったが、今よりはずっと素直に笑ってはいたと思う。そういえば、いつからあんなに笑わなくなってしまったんだろう。

「ああ、確かに最近、そのうちヒトの言葉を忘れるんじゃないかと心配になる程度には最低限しかしゃべらないな、あいつ」

「でしょ!?　ラティオもそう思うよね？　あたしはもうちょっとキースと話がしたいんだけど。そりゃ話しかければ黙って聞いててくれてるけど、たまにでもいいからちゃんと会話がしたいの、あたしは！」

　勢い込んだあまりにタメ口で文句を言うリーリャに、ラティオは優しく微笑んでくれる。

「俺でよければ代わりに話すよ」

「ありがとう。あーもう、キースがラティオの半分でもちゃんとあたしを見てしゃべってくれりゃいいのに。最近は目もろくに合わせてくれやしないんだから」

　キースは、最近は話どころかなかなか視線も合わせてくれないし、合ってもすぐ目を逸らす。そのくせ彼女のことをよく見てくれている。

　正直、今のちっとも話をしてくれないキースがなにを考えているのかは、リーリャにはよく判らない。

　キースは以前に輪をかけて寡黙になり、ただ一心不乱に仕事をしている。師匠の伝手でまわしてもらえた仕事を着実にこなし、現在直接仕事がもらえているのは彼の腕の確かさと根の生真面目さ故だろうと思われた。

　遊びに行くようなことも滅多にないし、そもそも昔からあまり人付き合いもしていない。家で酒を呑んでいる様子もない。ただひたすら仕事をしているキースがリーリャには若干心配ではあった。

　でも、昔からずっと一緒にいる大切な幼馴染みのことをリーリャは大好きで、それは今も昔も変わらない。

　今よりずっと素直に好きだという感情を口にできていた子供の頃、近所のお姉さんが結婚して家を出たことでリーリャとキースはとある知識を手に入れた。

『スキなヒトとケッコンすれば、ずっと一緒にいられる』のだと、お姉さんが教えてくれたのだ。

　だから、リーリャとキースは大きくなったらケッコンしようと二人で決めた。

　ケッコンすれば大好きな幼馴染みとずっと一緒にいられるのだ、しない手はない。

『リーリャ、オレはリーリャのことだいすきだ！　だからケッコンするぞ！』

『うん！　あたしもキースのことだいすきだからケッコンする！』

　それはあまりに幼く拙い、だが純粋な想いで交わされた約束の言葉だった。

　もう十年以上も経った、子供の頃の優しくもくすぐったい思い出だ。

　今、あの頃とは『好き』のかたちが変わっても、一番好きなのがキースであることに変わりはない。子供の頃の戯れのような宣言も、今はちゃんと本気の願いとしてリーリャの心の中にある。

『好き』はひとりででも想っていられる。でも、『ケッコン』は二人でなければ叶えられない。

　果たしてキースは、約束を叶えてくれるだろうか。そもそも覚えてくれているのだろうか。

　成人して今年で三年目。宵祭りに参加できるようになって三年目になる。

　今年ももうすぐ祭りの日が来る。リーリャは毎年、その度にドキドキしながらキースが誘ってくれるのを待っている。

　実際には、祭りの喧騒が嫌いなキースが誘ってくれることなどなかなか難しいことは判っているのだが、それでもリーリャは待っている。

　もちろん祭りの日である必要はないのだが、それでもきっかけとしてアローナで一番告白と求婚がされる日なのだ。リーリャだって羨ましいという気持ちはもちろんある。

　いつかは、きっと、そう思い願いながら、リーリャはキースがその言葉を言ってくれるのを待っている。

　キースが自分と同じ気持ちでいてくれるものだと信じて。










　祭りを明日に控えた日。

　リーリャの工房にラティオが布を取りに来ていた。

　布をすべて広げてできあがりを確認したラティオがそれを元通りに片付けながら、満足そうにうなずいた。

「はい、確かに。さすがはリーリャ、良い出来だね。これなら良い服がつくれそうだ」

「お褒めいただき恐縮です」

　嬉しそうに笑ったリーリャもラティオが持ってきた大きな鞄に布を仕舞うのを手伝う。それが終わるとラティオは鞄のポケットから皮袋を出してリーリャに手渡した。

「今日の分の仕事代です」

「ありがとうございます。……あれ？　ラティオ、ちょっと多くない？」

　皮袋の中身を確認したリーリャがカオを上げた。不思議そうな彼女にラティオが笑う。

「親父がね、リーリャの手間賃を上げようって。いつも納期を遅らせないし、良い仕事してくれてるからってさ。だからそのまま素直にもらって」

「ホント!?　ありがとう！　嬉しい！」

　仕事ぶりを認められたとあってリーリャは素直に喜んだ。

　工房の棚の引き出しに皮袋をとりあえず仕舞うと、リーリャはその足でその隣の糸置き場の棚に新しい糸を取りに行く。次の仕事を請けたので、早速その仕事をするつもりだった。

「次のお仕事もできるだけ早く仕上げるようにがんばるから」

　言いながら、リーリャは棚の箱に手を伸ばす。次の仕事の糸が入っている箱は棚の一番上の段の木箱だ。

「まだ時間の余裕はあるんだから、そう根詰めて急いでやらなくてもいいよ？」

「ううん、でも早く始めればそれだけ余裕もできるし」

　箱を引っ張り出したら意外と重かった。バランスを崩しかけて慌てて両手で支えるがつま先立ちでは力が入らない。

「っと、ととと！」

「うわ！」

　よろけたリーリャをラティオが咄嗟に後ろから助けてくれた。リーリャを背後から囲うかたちで箱を支えてくれたのはいいが、不意の近さに驚く。

　極々近く、すぐ後ろから、ふわりと、キースのものとは違う、知らない男性の匂いがして、つい動揺する。

「あっぶないなあ。言ってくれればそれくらい取ったのに」

「ご、ごめんなさい……ありがとう……」

　詫びと礼の言葉が揺れる。それに気付いてからラティオは一瞬息を呑んで、それから何故か支えていた木箱をそのまま元の位置まで押し込んだ。

　え、なんで、と思ったリーリャは、だがその瞬間動けなくなる。

　背後から、ラティオに抱きすくめられた。

　なんで、どうして、どうしてこんな体勢に。

　驚いて身動きできなくなったリーリャの後ろから、ラティオが囁くような声で訊いた。

「……リーリャ、明日からの祭り、行く？」

　フリーズしたアタマで、それでも祭りという単語がかろうじて聞き取れた。

「……わ、からない、けど、昼間はたぶん……」

　微かに応えた声は、喉が渇いているわけでもないのに掠れた。

「来てくれないか。宵祭りに、俺と会ってほしい」

　今度こそ、リーリャは息を呑んだ。

　その台詞がどういう意味か、判らない者はこの街にはいないだろう。

　想っている相手がいる者は愛の告白を。既に付き合っている相手がいる者は求婚を。

　そして、祭りの誘いを了承するということはその告白を受けるということだ。

　その言葉をラティオに言われるなんてまったく予想していなかったリーリャのアタマが真っ白になる。

　そもそも自分が誰かに想われることがあるなんて、思ってもいなかった。

　キース以外の男に結婚を申し込まれる可能性があるなんて考えたこともなかった。

　動きも返事もしないリーリャをラティスが抱き締める。思いもよらない抱擁はあまりにリーリャの心を戸惑わせる。わけが判らない。判らないことばかりだ。

「きみが好きだ。ずっと好きだった」

　不意に囁かれた。

「仕事にかこつけて、ずっときみに会いたくてここに通ってた。会う度好きになった。俺だけのものになってほしいとずっと願ってた」

　囁く声は真剣で、嘘でも冗談でもからかっているわけでもないことだけは判る。

「きみが誰を見てて、誰を好きかは知ってる。でも、選択肢はヤツだけじゃないことに気付いて。俺にはきみの想いがヤツに届いているとは思えない。ヤツがきみを想っていると思えない」

　息が止まる。そんな怖いことを言わないでほしい。

「ごめん、酷いことを言ってるかもしれない。きみとあいつの繋がりが強いのも判ってる。きみがどれだけあいつを慕っているのかもよく判ってる。でもいくらヤツが幼馴染みでも、好きな子をぞんざいに扱われたくない。俺ならもっときみを大切にする。必ず今よりずっときみを幸せにしてみせる。俺を選んで良かったと言ってもらえるよう努力する。あいつよりずっとだ。だから、お願いだ、俺を見て」

　切なげに告げたラティオは、後ろからリーリャの頬にくちづけた。

「やっ!!」

　途端に、脊髄反射でびくんと大きく跳ねたリーリャが抗うと、ラティオは素直に腕を放す。

　そして、なにもなかったかのようにさっき出しかけて戻した箱を再び引っ張り出して床に置くと、ラティオは彼女から離れて布の入った鞄を拾った。

　未だ身動きできないリーリャを振り返って、いつもとは違う切なそうな笑みを浮かべたラティオは言った。

「今は返事を聞かない。明日、いや、三日間、宵祭りの中央広場で待ってる。受けてくれる気持ちになったらその時返事を聞かせて。……お願いだから、ちゃんと俺とのこと、考えて答えを出してほしい」

　それだけ言うと、ラティオは工房を出ていった。

　ラティオの姿が見えなくなると、リーリャはその場にぺたんと座り込む。

　腰が抜けたかのように足に力が入らない。

　生まれて初めての異性からの告白はあまりに衝撃が強すぎて、大混乱したまま落ち着かない。

　キース以外の男性に抱き締められた、頬にキスされた、その事実がパニックに拍車をかける。

　キースにだってされたことのない行為をどう受け止めていいんだか判らない。

　キースが好きだ。キースならイヤだなんて思わなかっただろう。

　でも、決して嬉しかったわけではないが、ラティオの率直な気持ちが更にリーリャを戸惑わせる。

　ラティオのことは好きだ。でもそれはキースの友人として、仕事先の相手としての好感であって、男性として意識したことなんかなかった。考えたこともなかった。

　だってリーリャはキースが好きだから。

　あまりに問答無用で刷り込み気味にキースが好きだと思っていたから、他の男性なんて目に入っていなかった。

　……でも。

『……お願いだから、ちゃんと俺とのこと、考えて答えを出してほしい』

　想いを告げてくれたラティオのことを、なにも考えずにキースが好きだからと断るのは、あまりに誠実ではない気がした。

　ラティオでは受け入れられないのか、本当に彼ではダメなのか。彼とでは幸せになれないのか。

　……逆に、キースとなら本当に幸せになれるのか。

　そもそも、キースはリーリャのことをどう思っているのか。

　リーリャは知らない。

　リーリャが当たり前に好きだと思っているだけで、キースがどう思ってるのかなんて大人になってからは一度も聞いたことはない。子供の頃は当たり前にお互い伝え合っていた気持ちを、キースが今もそう思ってくれているかなんて判らない。

　言葉もなく、そんな素振りもない。

『リーリャ、オレはリーリャのことだいすきだ！　だからケッコンするぞ！』

　子供の頃交わしたキースとの約束をふと思い出す。

　ずっとそれを信じていて本当にいいのか。そんなのは子供の頃の戯れで、今はもうそんな気などないと、いつまでそんな夢を見ているのかと呆れられる、そんなことが絶対ないと誰が言えるのか。

　それを否定できるのはキース本人だけだ。

　当たり前だと思っていたことが実は全然当たり前ではなかったことに愕然とする。

　初めてリーリャはその気持ちを疑った。

「…………キース……あたしのことすき……？」

　力無く掠れた声は、隣の家まで届くわけもなく。

　その場では答えが出るわけもない問いを唇に乗せ、リーリャは深い溜め息と共にうなだれた。
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　年に一度の祭りが始まった。

　朝から街は賑やかで、早々に開店した店からは元気な客引きの声が飛び交っていることだろう。

　リーリャも一日目の昼間は友達と祭り見物に出て楽しんだ。

　だが、宵祭りとなる夜、宵夜の鐘が鳴る前には家に帰り着いていた。

　おそらくラティオは待っていてくれているのだろうが、自分の中でまったく答えなんか出ていない。返事のできようはずもない。

　キースに至ってはずっと仕事をしていたらしい、家を出る時も帰ってきた時も、槌の音が聞こえていた。

　二日目も、それが変わる気配はまったくなかった。

　昼食を持って工房を覗いてみれば、いつもと変わらず槌を振るうキースの姿がある。

「キース、お昼だよー。今日もお仕事してるの？　急ぎ？　そうじゃないならせっかくお祭りなんだよ、一日くらい休んでもよくない？」

「……収穫祭に鍛冶屋は関係ない」

「そりゃそうだけど！　そんなこと言ったら農家の人以外みんな関係なくなっちゃうじゃない」

「…………今日も遊びに行く約束してるんだろう。早く行け」

「キースも行かない？」

「俺はいい」

　やっぱりいつものように断られた。

　そして三日目も。

　夕方まで待っていても、キースから宵祭りの誘いの言葉はなかった。

　やっぱり今年も行かないのか、なにも言われないのか、と落胆する。

　すごく期待していたわけではないけれど、やっぱり心のどこかでもしかしたらと思う気持ちがあるのはごまかせない。

　そういえば昨年もその前もそうだった、とリーリャは思い出した。

　子供の頃は小遣いをもらって二人で屋台をひやかしに行ったものだが、大人になってからは二人で祭りに出向いたことは、昼間でもなかった。誘っても、「俺はいい」のひとことで断られていた。

　一緒どころか、一人ででも出かけている様子はなかった。

　そんなに賑やかな場が好きではないと知っていたからこれまでは気にはしなかったが、もしかして自分と一緒に行くのがイヤだったのではなかろうか、とリーリャは初めてネガティブな感情を持った。

　ずっと、仕事が立て込んでいただけだとか、そもそもあまり祭りに興味がないだけだとか思っていたのに、急にこんなふうに不安になったのは、間違いなくラティオの言葉のせいだと判っている。

『ヤツがきみを想っていると思えない』

　ラティオの言葉は自分が思う以上に心に刺さっている。

　それは、キースから今の気持ちを伝えてもらったことがないからだ。

　子供の頃の戯れじみた約束ではなく、明確な想いを乗せた言葉を。いや、態度だけでもいい、少しは気のありそうな行動を取ってくれるだけでも良かったのに。

　だが、今のキースにはそんな素振りすらも見られない。

　彼の心の中に少しでもリーリャがいるのか、それすらも判らない、見せてくれない。

　では、無理にでも訊いたら教えてくれるのだろうか。いや、だんまりを決め込むのが明白だ。

　どんどん不安になっていく。

　ちょっと前まで疑ってもいなかった感情が、悪い方に浸食されていく。

　ちょっと前までそのうち言ってくれるだろうくらいに楽観していた気持ちが、不安に塗りつぶされていく。

　普段は楽天的だと言われるリーリャとは思えないほど、沈んでいる思考が浮き上がってこない。

　ラティオに応えるかどうか以前に、キースを待っていていいのかも不安になっていく。

　成人してもう三年、もう結婚して子供がいる同級生もいる。

　キースが相手なら今までとそう生活が変わるわけでもなし、そんなに急がなくてもと思っていたのに、焦りだしてしまう。

　ラティオがいきなりあんなことを言いだしたからだ。

　あんなことを言われなければ、呑気に待っていられたのに。

　なにも考えることなくのんびりキースがなにか言ってくれるまで待っていられたのに。

　…………待っていられた？

　ふと、リーリャは気付いた。

　どうして待っていなければならないのか。

　自分から言ったっていいじゃないか。

　確かに改めてキースの気持ちを確認するのは怖い。でも、そうしなければ進めない。

　ラティオのことを考えることもできない。

　キースの心にリーリャへの気持ちがないのならば、ラティオと添うことを考えたっていいはずだ。

　すぐには無理でも、それくらいラティオだって待ってくれるだろう。

　だから、訊こう。

　焦りに押されて唐突に、リーリャは決心した。










　宵の鐘も近い頃。

　リーリャがキースの工房を訪れると、いつもならもう少し早く終わるのにやっと今片付けているようだった。

　とっておきの可愛いブラウスにスカート、普段はすっぴんの顔に薄く化粧もし、髪もいつもよりきちんと結って、少しはおしゃれしたつもりだ。左手首にはフィタもちゃんとつけた。

　だが、いかにも余所行きという格好で緊張した面持ちのリーリャに目を遣ることもなく、背を向けたままのキースは炉の火を落とす方に気を向けている。

　いつものことなのに今日に限ってなんだかへこむ。

　普段は気にしないいくつもの些細なことが、リーリャの気分を自覚以上により下降させていることに気付かないまま、リーリャは思い切って言った。

「ねえ、キース、これからあたしとお祭りに行ってくれないかな。宵祭りに」

　一瞬動きを止めたキースは、だがそのまま作業を続けた。

　こればかりはなにか言ってもらわなければ動けない。リーリャはキースの言葉を待った。

　作業を終わらせて立ち上がったキースは、こちらを見ようとせず、ぼそりと言った。

「行かない」

　リーリャは目を瞠る。気付かず息を呑んだ。

　想っている相手がいる者は愛の告白を。既に付き合っている相手がいる者は求婚を。

　きっと、いくらそういうことに疎いキースだってそれくらい知っているだろう。

　それを承知しないということは、告白を受ける気がないということだ。

　……ああ、キースは、そんな気、なかったんだ……。

　ふっ、と、力が抜けた。

　今まで信じていたものが崩れ落ちた気がして、リーリャは呆然とその場に立ち尽くした。

　悩み倒した上での一世一代の告白を、素気なく断られたリーリャにもう耐える気力は残っていなかった。

　リーリャがなにも言わないからだろうか。ようやくカオを上げて彼女に視線を向けたキースが、驚いたように目を見開いた。

　もしかしておめかしをしたリーリャに驚いたのかと思ったが、違った。不意に視界がぼやけたと思ったら、すーっと、その頬を雫が伝う。その感触にようやく自分が泣いているのだと気付いた。気付いた途端、急激にぼろぼろと涙が溢れる。

「リーリャ、おい」

　珍しく焦っているキースが近づこうとした途端、避けるようにリーリャが一歩後ずさる。キースはそれ以上近づけなくなった。

「…………ごめん、ね……」

　微かにつぶやいた掠れた声には力がない。

　眉間に皺を寄せたキースが低く応えた。

「なにがだ」

「……気持ち、一方通行だと、思ってなかった……」

「は？　なにを……」

「……ずっと……キースがいつか、約束、叶えてくれると思ってた。でも、そう思ってたの、あたしだけだったんだ……」

「約束って、おい、リーリャ？」

　困惑が透けて見えるキースの表情に、こんな時なのについ笑ってしまう。彼の、こんなにはっきりと感情が露わになっている顔なんていつ見たきりだろう。

　これが笑顔だったら良かった、と思いながら、もうそれも望めないだろうと思ったら余計に涙が溢れた。

「リーリャ、なに言ってる。なんで泣く？　判らん、ちゃんと言え」

「自分だって、ちっとも気持ちを口にしないくせに」

「……っ」

　図星を突かれてつい口籠もったキースに、リーリャは泣きながら微笑んだ。

　魅入ってしまうほどに悲しい笑み。

「ずっと好きだったよ、キース。あなたのお嫁さんになって一生一緒にいるんだと信じてた。でも、もういい。あたし、ラティオのところに行くよ。……きっと、キースのこと、忘れさせてくれるから」

　愕然というのが相応しい固まったキースの表情を見遣ってから、リーリャは身を翻して工房を出た。

　後ろからキースが名前を叫んでいた気がしたが、たぶん〝した〟だけだ。

　リーリャはそのまま走りだした。

　祭りが行われている中央広場に行くのだ。

　そして、ラティオに会って、フィタを渡して、お付き合いを承諾する。

　結婚はちゃんとラティオのことを好きになれるまで待ってほしいけど、優しくてかっこよくて誠実で、たくさん話しかけてくれるラティオが相手なら、きっとすぐに好きになれる。

　あんな無愛想で必要なこともろくにしゃべってくれないキースなんかより、絶対イイ男で、世間的にも好感度が高いひとだ。きっと幸せになれる。

　惚れるより惚れられる方が幸せになれるって言うじゃないか。

　大切にする、幸せにしてみせる、ラティオはそう言ってくれた。今までずっと誠実に相手をしてくれたラティオなら、きっとそれを叶える努力をしてくれることだろう。

　そうだ、そうしよう、それが一番いいんだ。

　繰り返し、繰り返し、リーリャは唱える。

　必死に自分に言い聞かせてそう思い込もうとしていることを、見ないふりをする。

　そう思わなければ想いに決着をつけられないと判っているから。

　失恋の痛みに耐えられないから、一生懸命そう思おうと努力する。

　自分が思っていた以上にキースへの想いは心の中に深く根ざしていて、努力しないと踏ん切りがつけられない。それほど長く重く深い想いをごまかしきれないことを自分が一番よく解かっているからだ。

　だから、これからすぐ、ラティオに会うのだ。

　ラティオに気持ちを向けるために、これから返事をしに行くのだ。

　自分をごまかすため、リーリャは走った。

　物理的にも心情的にも、キースから離れるために。










　既に宵夜の鐘が鳴った中央広場は大人たちで賑わっていた。

　友人と来ている者、誰かを待っている様子の者、夫婦で来ている者。そして一日目や二日目にフィタを交わし合った新しい恋人たちもきっといるのだろう。

　リーリャは喧騒を掻き分けて求めるひとの姿を捜して人波を見渡す。

　三日待つと言ってくれた彼は、きっと言葉通りそこにいてくれるのだろうと漠然と思った。

　きょろきょろと辺りを見まわしながら彼の姿を捜していると。

「リーリャ！」

　横合いから呼ばれてそちらを向くとラティオが手を挙げていた。

　その後ろにラティオやキースの同級生だった見覚えのある者たちが何人かいて、どうやら彼がリーリャを待っているのに付き合ってたむろしていたらしい。

　嬉しそうな笑みを浮かべていたラティオは、リーリャが近づくと驚いたカオをし、そして彼女が目の前までたどり着いた時には表情を曇らせた。

「リーリャ、どうしたの？　泣いた？　なにかあったの？」

　言われて初めて、リーリャは自分が酷いカオになっていることに気付いた。結構な勢いで泣いたせいで、化粧は涙でところどころ剥げ、たぶん目も腫れぼったくなっていることだろう。

　妙齢の女性としては人前に出るにはなかなか無残なカオになっているのもまったく気にかけず、勢いで来てしまったことに恥ずかしくなる。そんなことをすれば余計赤くなるというのに、つい慌ててごしごしと目の周りを擦った。

「あの、えっと、ごめんなさい、ラティオ、大丈夫。それよりね、ラティオが言った通りだった。キースはあたしのことなんか好きじゃなかったの。お祭り誘ったけど断られちゃって。だから、あたし、振られちゃっ……！」

　そこまで言って再び涙が零れそうになった時、ラティオが突然リーリャを抱き締めた。

「いい、判った。だから来てくれたんだね。それで、俺の気持ちに応えてくれるの？　もうヤツのことは諦めてくれる？」

　抱き締められた衝撃で涙が止まったリーリャは、反射的に抗おうとしてから理性でそれを止めた。正直まだこんなふうにされることを受け入れきれないが、ラティオを選ぶと決めたなら慣れるべきだと思えた。

「……すぐには、無理かも、だけど……諦めるよう、努力、します……」

「うん、それでいい、すぐに俺を愛してくれるなんて思ってない。でも、俺のこと、受け入れる気になってくれて嬉しい」

　本当に嬉しそうに微笑むラティオの声に、友人たちの囃し立てる声が重なった。ラティオの胸にカオを埋めて、リーリャはキースとは違う男性の匂いに内心で戸惑う自分をごまかす。イヤだと思う自分を抑えつける。それがラティオを受け入れるということだと一生懸命納得しようとした。

　だが、その時。

「リーリャ!!　見つけた!!」
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　突然、予想外の大声が背後から聞こえて、リーリャの肩がびくりと震えた。聞こえるわけのない声は……。

「なにしに来た、キース」

　ラティオが棘のある声で問うたことで、相手がやっぱりキースであることが判る。振り返ると随分と焦った様子のキースが息を切らせていて、その様子にリーリャは驚く。

「……キース……？　なんで……？」

　こんな彼は初めて見る。そしてあんな大声も初めてかもしれない。

　キースはリーリャにまわされているラティオの腕を忌々しそうに睨む。

「リーリャを離せ」

「断るよ。おまえにそれを指図される謂われもないしね。リーリャは自分から俺のところに来てくれた。おまえがどうこう言う権利はないよ」

　平然と言うラティオは、睨みつけるキースの眼光にまったく動じない。

「だいたい、おまえはリーリャを振ったんだろ？　なんで邪魔しに来るわけ？」

「振ってなんかいない!!」

　即座に返ってきた台詞と勢いに、リーリャが目を瞠る。

「……え……？」

「そいつが勝手に勘違いしただけだ！」

　勘違い？　あの状況で、あの返答で、果たしてナニが勘違いだというのか。

「祭りの誘いを断ったって聞いたが？」

「だから、それがなんで俺が振ったことになる！」

「なんでって」

　ラティオが呆れたようにツッコむ。

　想っている相手がいる者は愛の告白を。既に付き合っている相手がいる者は求婚を。そして祭りに誘うのはその予約。それを承知しないということは、告白を受ける気がないということだと、子供だって知っている。だが……。

「俺は単に祭りに行きたくなかったから断っただけだ。それは毎年のことで、おまえだって知ってるだろう、リーリャ。そういう意味じゃない！」

「……は？」

　ヘンな声を出したラティオだが、リーリャは目を丸くする。

　確かにキースは祭りに行きたがらない。賑やかすぎてうるさいのが嫌らしい。だから毎年昼も夜も祭りには出向かない。確かに毎年行きたがらないキースが、今年は誘ったら来てくれるとどうして思ったのだろうか。

　訝しげなラティオが訊く。

「じゃあ、なんでリーリャが泣いて俺んとこに来た？　なんでおまえに振られたと思うんだよ」

「俺だって判るか！　だから訊こうと思ったのに逃げ出しやがって。呼び止めたのに走って行っちまうし」

　怒っているキースはやっぱりいつもよりよくしゃべる、とパニックを起こしているリーリャはどうでもいいことを思う。

　振ってなんかいない、というキースの言葉がアタマをいっぱいにする。

　では勘違いなのか？　振られてはいないのか？

　でも、それだけではキースの気持ちは判らない。好きだと、お嫁にしてくれると言ったわけじゃない。

　リーリャが悩んでいる間にも、キースとラティオの言い合いはどんどんヒートアップしていく。

「おまえが怒るな、キース！　リーリャは泣いてたんだぞ！　おまえが泣かせたんだ！」

「だからその理由を知りたいと言ってるんだ、俺は！」

「なんで判んねえんだよ、おまえは！　祭りに誘って断られたから振られたと思ったんだろ！」

「だからなんで今年に限ってそう取ったんだと訊きたいんだ、俺は！」

「俺がリーリャに告ったからに決まってんだろが、バカかおまえは！」

「俺が言わないのとおまえが告るのとは関係ないだろう！」

　リーリャを手放したラティオが、キースの胸倉をとっ捕まえて引き寄せた。珍しく乱暴な行動に、キースが瞠目する。

「じゃあ訊くが、いつまでリーリャを待たせるつもりだった!?　毎年リーリャがどんな思いでおまえからの言葉を待ってたと思う!?　おまえはリーリャの優しさに甘えて黙っていればいいが、彼女の気持ちを考えたことがあったのか！」

　怒鳴り返したラティオの言葉に、キースが一瞬怯んだ。

「彼女はおまえの所有物じゃない！　幼馴染みだからっておまえが彼女の気持ちを全部知ってると思うな！　いつまでも構ってくれない言葉もくれない男に、女がいつまでも待っててくれると思うのが驕りだっていうんだ！　俺はリーリャを愛してる！　おまえよりずっとだ！　おまえなんかよりずっとリーリャを大切にしてやれる！　彼女に応えるつもりがないのなら口出すな！」

　ラティオの燃える瞳がキースを射抜く。ラティオの本気の怒りにリーリャの目が再び潤んだ。

　本気でリーリャを愛してくれている。リーリャを心配し、大切に思い、幸せにしたいと思ってくれている。

　こんなに想われるなんて、女冥利に尽きるというものだ。

　それなのに、リーリャの胸の中にいつまでもしつこく居座っているのは、彼ではない。それが申し訳なさすぎて。

　だがその時、目の前の無愛想な幼馴染みが負けない勢いで怒鳴り返した。

「俺以上にリーリャを愛してる男なんてこの世にいない!!」

　ラティオの胸倉を掴み返したキースが言葉をぶつける。

「舐めるな、俺の方がずっと深くずっと前からこいつに惚れてる！　ガキの頃からずっと誰よりなにより、俺自身より大切にしてきた！　ガキの頃に大人になったら結婚するって約束した！　親父さんにも許可はもらってる！　おまえなんかに横から持ってかれてたまるか！」

　思わぬ告白にリーリャは目を瞠る。

　こんなにはっきり、それもみんなの前で言ってくれるなんて思ってもいなかった。

　リーリャは驚きと共に嬉しさが込み上げてくるのを抑えられない。

「……覚えててくれたんだ……。でも父さん……？」

　リーリャの父が亡くなったのは四年前だ。いつの間にそんな話をしていたのだろうか。

　そう思ってからふと気付く。父の死はキースが十八歳、誕生日が来て成人になった直後の出来事だった。もうそんな前に自分との結婚を意識し、父に申し込んでくれていたのか。

　リーリャが考えている間にも口論は続く。

「じゃあ、なんでさっさとリーリャに言わなかった!?　なんでこんなに彼女を待たせた!?　そうすればリーリャがこんなに不安な思いをして泣くことだってなかったはずだ！」

　ラティオを睨みつけていたキースが突然彼の背後にいた元同級生たちを指差した。

「そいつらが俺に散々言っただろうが。うちが貧乏でリーリャんちに世話かけ通しのお荷物ってよ！　ちゃんと一人前になってこいつを養えるように稼げるまで、そんな簡単に言えるワケねえだろが。こちとらおまえらみたいに両親揃ってて、いざって時に援助してもらえるようなひとがいるような坊ちゃん育ちじゃねえんだよ！」

　元同級生たちが気まずそうに視線を逸らす中、ラティオもさすがに返す言葉が見つからなくて口を噤む。

　リーリャも目を丸くしていた。彼がそんなことを考えているなんて思ってもいなかった。

　そのタイミングでラティオから手を離したキースは、ようやくリーリャの方を向いた。不機嫌丸出しで目つきの悪くなっているキースは、それでも彼女に手を差し伸べる。

「リーリャ、帰るぞ」

　うん、とうなずいてその手を自然に握ろうとして、リーリャははっとラティオを見遣った。一度は彼に縋ろうとしたのに、キースが迎えに来たからといってあっさりと鞍替えしようとする自分があまりに都合のいい女だと思えて。

　ラティオは哀しそうな笑みを浮かべた。

「やっぱり、キースを選ぶ？」

「……ごめんなさい」

　ラティオは、目を伏せ溜め息をひとつ吐くとうなずいた。そしてこちらに背を向ける。その隙にキースがやや強引にリーリャの手を掴まえて歩きだした。

　手を引っ張られながら、リーリャは背後を、ラティオを振り返った。同級生たちに肩や頭を抱えられうつむいている姿がかろうじて目に入る。それを見て、リーリャはじんわりと目が潤むのを我慢できなかった。

　本当にごめんなさい、弄ぶようなかたちになっちゃってごめんなさい。

　優しい人だったのに。本当にあたしなんかを愛してくれたのに。

　それでもやっぱり自分の想いを諦めきれなかったあたしを許してほしい。

　好きだと言ってくれた人を置いて、好きな人に連れて行かれながら、リーリャは零れそうになった涙を手の甲で拭いた。

　ラティオを思って自分が泣くのは違うと思って。










　ひたすら無言でどんどん歩いた二人は、キースの家にたどり着いた。

　それでも手を離さないキースに戸惑って、リーリャは不安げにその後ろ姿を見つめる。

　居間まで連れてこられたリーリャは、彼がここに住むよりずっと前からあるらしい古びたソファに座らされてようやく手を離された。

　安堵したものの、言葉が出てこない。なにを言ったらいいのか判らない。

　振られたと早合点して逃げ出したことを謝ればいいのか。それとも、せめてひとことくらい気持ちを言ってくれていればこんな勘違いなどしなくて済んだのにと怒った方がいいのか。迎えに来てくれてありがとうは、ちょっと違うと判るのだが。

「……悪かった」

　だが、リーリャが口を開くより先にキースが口にしたのは謝罪の言葉だった。

　きまり悪そうに目の前に立ったままそっぽを向いているキースがぼそりと言う。さっきまで怒鳴り合っていた時の声の大きさが嘘のようだ。

「おまえを泣かせた。……親父さんに、泣かせるなって言われてたのに」

　驚いたリーリャは、そういえばとキースに訊いた。

「いつの間に父さんとそんなコト話してたの？　あと、許可もらったっていつの話？」

「……親父さんが亡くなる前、見舞いに行った時」










　それは、四年前、父親が亡くなる前のこと。

　縁起でもないと言われようと、自分の祖父の時の轍を踏むまいとキースは何度もリーリャの父の見舞いに訪れていた。自分の父をよく覚えていないキースにとって、可愛がってくれた隣の家の幼馴染みの父親は自分の父のようなものだった。確かにキースにとって、大切な人だった。

　最後に訪れた日、彼はなにか感じ取っていたのだろうか。苦しい病床で不意に言いだした。

『キース、リーリャのこと頼むな』

『親父さん？　どうしたんだよ、急に』

『おまえなら、リーリャのこと、頼める。あいつが望むなら、嫁にもらってやってくれ』

『……っ、なんで今、そんなこと……』

『頼むぞ。大事にしろよ。俺の大事な娘だ、泣かせるなよ。泣かしたら化けて出るぞ』

『縁起でもねえこと言ってんじゃねえよ。元気になれよ。前に言ってたじゃないか、あいつを嫁にくれって言いにきた俺を殴りつけるんだろ』

『んなコトしたらリーリャに怒られる。……なあ、キース、俺さあ、ホントは男の子も欲しかったんだ。おまえがそうなってくれたらホント嬉しいよ』

『……俺も、親父さんの息子になりてえよ……』

『よし、決まった。ホント、頼むわ、キース。リーリャのこと、頼む』

　弱々しく笑ったその一週間後、彼はこの世を去った。

　それはキースが十八歳の誕生日、成人を迎えたすぐのことだった。










　リーリャは半泣きのカオでつぶやいた。

「そんな、ことが……。だから、予定より早く、修行から帰って来てくれたんだね」

　うつむくリーリャにキースは言う。

「……俺が心配だっただけだ」

「それでも嬉しかったよ。ありがとう、キース」

　微笑むと、キースはリーリャのアタマにぽんと手を置いた。それから手を引いたキースが、目を逸らして再びぼそりと訊く。

「……ずっと、不安、だったか？」

　一瞬なんのことだと思ってから、ふと気付く。さっきラティオに言われたことだと。

『リーリャがどんな思いでおまえからの言葉を待ってたと思う!?』

　リーリャは、正直に言った。

「ちょっと前までは、正直、全然心配してなかった」

　は？　と目を丸くしたキースの表情にリーリャはつい笑う。そんなに驚かなくても。

「あたし、子供の頃からずっと、そのうちキースのお嫁さんになるんだって全然疑ってなかったから。でも、ラティオに告白されてから、なんでかすごく不安になっちゃった。そういえば、キースにはなんにも言われてないって。ラティオは好きだと言ってくれたけど、それじゃキースはあたしのことどう思ってるのって。そしたらなんか不安になって、どんどん発想がネガティブになっちゃって、焦って、はっきりさせなきゃって。だから、いつもならしない勘違いをしちゃった。ごめんね」

「おまえが謝るな。言わなかった俺が悪い。……だが、逃げられたのは腹立った」

「だって、あの場合は仕方なくない？」

「おかげで俺は、おまえに言う前に恋敵に言う羽目になった」

「……申し訳ございません」

「だから、おまえが謝るな」

　ちょっとおどけた様子で上目使いに見上げたリーリャの視線にキースが溜め息をつく。文句を言いたかっただけで、別にその点を責めているわけではないらしい。だからリーリャは続けて訊いてみた。

「……ねえ、キース、さっきラティオに言ってたこと、全部ホント？」

　すると、キースは再びすい、と視線を逸らせた。気まずそうだ。

　そして、それでもしっかりとうなずく。

　嬉しさが込み上げる。さっきまでは言葉のひとつひとつに驚くのに精一杯だったけど、今思い返せば嬉しいことをたくさん言ってくれた。

　今まで言ってほしかったことを全部言ってくれた。それがリーリャには嬉しくて。

「ねえ、キース。お願い、もう一度言って？　今度はちゃんと、あたしに」

　リーリャを見下ろしたキースは、突然彼女に背を向けた。え、と思ったら何故か工房に行って、なにかを持って戻ってきた。

　それをずいっとリーリャに差し出す。

　手に取ってなにかと思えば、それは簪だった。

　銀色の簪には、平たいところに三輪の百合が浮き彫りにされていた。その周りに細かな飾り彫りが施されていてなかなか美しい出来だ。

「……ようやく、師匠と商会に合格点をもらえた。これでもう少し収入が増える」

「キースがつくったの!?」

　繊細な百合を思わず凝視する。

　調金はナイフの柄や刀剣の刀身に入れる装飾として使われる技術だが、キースにはあまり得意な分野ではなかったはずだ。だが、それはなかなか見事な出来栄えで、もう苦手とは言わなくてもいいと思えるものだった。

「受け取ってほしい。おまえのためにつくった花だ」

　リーリャという名前は、北方の異国の言葉で百合という意味だと父に聞いたことがある。

　では、これは彼にとっての告白の花ということか。

　驚いてカオを上げると、いつの間にかキースが膝をついていて、目の前にそのカオがある。最近こんなに近くで彼のカオを見たことがあっただろうか。

「好きだ。結婚してくれ」

　あまりにも、どストレートでシンプルな言葉は、間違えようもないプロポーズで。

　あまりにもキースらしい言葉の少なさに、リーリャは泣きそうなカオで笑った。

「うん、嬉しい」

　柔らかい安堵の笑みを浮かべて、キースはリーリャを引き寄せ、くちづけた。

　子供の頃にも交わしたことのあったキスは、子供の戯れのような淡い約束として交わされたものだったが、それでも幼いなりとも本人たちは真面目だった。

　そして今、優しく触れるキスはそれよりももっと成熟された本当の恋を確かにするために交わされる。

　わずかに離され、超至近距離で見つめられた視線は絡み合い、再び交わされたキスは一度目よりもずっと深く激しい。

　舌で閉じた唇をこじ開けられリーリャの咥内が侵食される。

　後頭部を支えられ翻弄されるリーリャだが、逃げるという選択肢はなかった。

　ようやく気持ちを示してくれた、ようやく好きだと言ってくれたキースが求めてくれる、それはずっと自分が望んでいたもので。ならば逃げるなんて有り得なかった。

「……んっ、ふっ……ん……っ」

　呼吸が苦しくて呻くと、舌使いが激しくなった。

　腰にまわした腕にぎゅっと身体を引き寄せられる。後頭部にあった手が肩から腕へずらされ、そして胸を包んだ。

「んっ……！」

　恥ずかしげに呻くとその手にやわやわと揉まれた。

「……おまえが欲しい」

　合わせた唇の間からつぶやかれて、どきんと心臓が鳴る。

　やっと気持ちを伝えてくれたと思ったら性急な願いをされた。

　その性急ささえキースらしい、と、リーリャは内心で笑った。

　だから、ものすごく恥ずかしいけれど、リーリャはわずかにうなずいた。
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　途端にその場に押し倒されたリーリャは、性急にブラウスのボタンを外され開はだけられた。

「ちょっ、キース！　せめてベッドで！」

　慌てて止めるが、キースはお構いなしにスカートのホックを外して脱がせてしまう。

　昔は二階にキースの部屋があった。今は隣の、かつて祖父の部屋であったのを彼が寝室として使っている。そこまで連れて行ってくれればいいのに、キースはこのままソファでリーリャを抱くつもりらしい。

　手早く自分の服を脱ぎ、リーリャをとっとと下着姿まで剥いて圧しかかる。キースに真上から見下ろされて、リーリャは照れ隠しに微笑んだ。

「今日は、ちゃんとあたしのこと見てくれるんだね」

　すると、熱っぽくリーリャを見つめるキースが低くつぶやく。

「見なかったのは我慢できなくなりそうだったからだ」

「なんの我慢？」

「おまえのちょっとした仕草ですぐおまえが欲しくなった。だから、できるだけ見ないようにしてた」

「へ？」

　間抜けた声が出て、じわじわとカオが赤くなる。

　どれが、どんな行動が、彼の刺激になっていたのかさっぱり判らない。なにかあったっけ？　そんな仕草。

　まったく本人の意識下にない行動でそそられていたのだ。リーリャに判るはずがない。

　どぎまぎするリーリャに、キースが近づいてくる。

「おまえ、自分がどれだけ俺の下心を刺激してたか判ってないだろ。……まあ、それもおまえらしいけど」

　言いながら、首筋にくちづける。

　湿った感触とぞくぞくっとした感覚にリーリャが思わず身悶えると、キースはそのまま舌を這わせて舐めまわす。

「……やっと、抱ける」

　胸を覆う下着をがっと引き下げて、胸にかぶりつく。

「ふぁああん！」

　いきなりの刺激にリーリャが啼いて背筋を反らせた。

　キースは片方の胸を揉みながらもう片方を吸い舐めまわす。固く尖った先端を甘噛みし、舌で転がし、弄って、夢中でリーリャを味わった。

「んっ、んっ、んっ、や、あっ、やあっ！」

　必死に羞恥と戦いながら、リーリャが真っ赤になって口元を押さえる。

　キースが自分の胸を弄んでいる、その事実が恥ずかしい。そして初めて与えられるその刺激を気持ち良く感じる自分が、あまりにも恥ずかしくて。

「んっ、んんっ、はっ、ああっ、や、はずかし……っ、んああっ！」

　その甘い啼き声さえもそそると知らない娘のカオを、キースは上目使いで見ながら咥える胸を替え、甘い刺激を恋人に与え続ける。ぎゅっと目を瞑ったリーリャの真っ赤なカオが可愛い。

　胸を揉んでいた手が忙しなくその身体を這い回り始めた。腹から脇腹、背中、腰と、ゆるゆるとまさぐり指でなぞる。感じるところに触れるとびくびくと腹が跳ね、声が上がるのを楽しむように。

「ふあっ、やっ、あぁん！　やっ、キース、そこっ、やあっ、やめっ、ああっ！」

「……無理、やめられないっ、可愛い反応するおまえが悪い……！」

「かわっ…!?　っ、はうん！　やっ、きゃあああっ！」

　息つく暇もなく弄られ続けて、恥ずかしくて目も開けられないのに、布越しとはいえ脚の間の大事なところをいきなり擦られてあられもない声が出た。急激な刺激が快感となって身体を突き抜ける。

「……すげえ濡れてる」

　ぼそりとつぶやかれたキースの声がなんだか嬉しそうで、ますます恥ずかしくて目が開けられない。下着に手が入れられ、直接触られたと思ったらぐりぐりと芽を弄りまわされ、その泉に指が沈んだ。

「やあっ！　あっ、や、やあああ！」

　同時に与えられている胸への刺激よりも更に強い快感に、思わず悲鳴が出る。

　ぐちゅぐちゅと絶えず鳴る水音が何故なのか、恥ずかしすぎて考えたくない。

　何度も擦られ、掻き回され、指を増やされ、肉芽を潰されて、それなのに胸も舐められ続けて、喘ぐリーリャはもう自分がどうなっているのかもよく判らない。

　息もできないほど攻められて涙目になったリーリャが、不意にその指が止まったことに気付いた途端、下着が脱がされた。もう役に立たないほどぐちゅぐちゅに濡れているそれをその辺に放ったキースは、揃えていた脚を左右に割り開いた。

「きゃあっ！」

　大切なところが全開になったリーリャが慌てて両手で隠そうとするが、その細い手首を二本まとめて掴まえて外すと、キースは躊躇いなくそこに屈み込んで口をつける。

「全部見せろ」

「ぜっ!?　やあっ！　やだやだそんなとこ！」

「うるさい、俺のだ」

　文句は聞かないとばかりに、キースが今まで指で弄っていたところを舐めまわす。

　脚の付け根を抱えて股間を広げ、溢れる水を舐めつくすかの勢いで舌を使えば、さっきまでとは比較にならない羞恥にリーリャの声が止まらない。溢れる悲鳴のような嬌声を必死に我慢しようとは思うのだが、容赦なく攻めるキースになす術もない。

　ぬるぬると湿った感覚が這い回るのが、ワケが判らなくなるくらい気持ち良い。

　止めてほしいのと同じくらい止めてほしくないのは、一体どういうことなのか。

　ぞくぞくと今まで感じたことのない快感が正気を失わせる。

　せり上がってくる得体のしれない強い衝動が怖くて手を伸ばせば、気付いてくれたキースが力強く握り返してくれた。

　肉芽を軽く噛まれた途端、すべての神経がソコに集中しているのではと思うほど強い衝撃がリーリャを襲って。

「ふあああああ！！！」

　弓なりに背中が反って、リーリャが盛大に達した。

　息が荒くてキツい。アタマが真っ白でワケが判らない。脚先まで震えが止まらない。

「イった？」

　訊かれても返事ができない。そんな恥ずかしいコト聞かないでほしい。

　衝撃に呆けているリーリャを見遣って身体を起こしたキースは、一枚だけ残っていた自分の下着を脱いだ。おかげでリーリャの視界にソレが目に入って、思わずカオが青褪める。

　子供の頃に風呂や川で一緒に遊んでいた時以来見た覚えのないソレは、一体ナニがどう成長したらそんなに育つんだというほどに大きく反り立っている。さすがに恐怖しか感じない。

　ソレが女性のソコに入るのだという知識はある。だが、指で耐えられなかったのに、そんな大きなモノが入って耐えられるわけがない。

「……無理」

「無理じゃない、挿れる」

　即座に却下された。

　涙目のリーリャに構わず、ソコに自分のモノを宛がったキースは、何度か先にぬめった愛液を塗りつけるように擦ってから、ぐっと押し付け入り込んだ。

「……っっっっ!!　くううぅぅぅ……っ!!」

　緊張と恐怖で固くなったソコに、無理矢理に近い勢いで捻じ込まれた。

　強烈な痛みに歯を食いしばって耐えるリーリャを気遣いながらも、キースは腰を進める。そしてすべてが収められると、キースはリーリャにくちづけた。

「見ろ、全部入った」

　入った、じゃない。それは入れたんだ、とツッコみたいが、息の詰めすぎで脳貧血でも起こしそうなほどにアタマの中が白くなっているリーリャには無理な話だった。

「リーリャ」

　呼ばれて目を開けば、荒い息を吐き熱に浮かされたようにリーリャを見下ろすキースが、うっすらと微笑んでいた。

「愛してる」

　文句を言いたいのに、いきなりこんな嬉しいことを言うなんて反則だ。

　身体は辛いけれど心はあまりにも幸せすぎて。リーリャは潤んだ瞳でうなずいた。

　こんなに甘い視線をくれる日が来るなんて夢みたいだ。大袈裟と言われようとリーリャは思った。

「だいすき」

　ようやく出た言葉は、素直な気持ちで。

　キースはそれに応えるように再びくちづけると、リーリャの両腿を抱え込んでゆっくりと腰を動かし始めた。

　初めはリーリャを気遣ってゆっくりと。しかし、すぐにその勢いが激しくなる。

　痛みも残っているけれど、ナカを擦り上げる刺激の方が遥かに強くて、リーリャは求められるまま背中を反らせながら嬌声を上げる。

「あっあっあっぁっ、んっ、あっ、やっ、ああっ！」

「はっ、んっ、リーリャ、好きだっ！」

　キースも低く喘ぎながら、夢中でリーリャの中を突き、掻き回し、擦りつける。

　古ぼけたソファが激しい振動にぎしぎしと壊れそうな悲鳴を上げるが、それで止まれるわけもない。

　今まで感じたことのない快楽がキースの理性を突き崩し、乱暴なまでに愛する女の最後の砦を暴き立てる。それはなんという甘美で淫らな歓喜を伴う行為なのだろう。

「やっ、んっ、きーす、はげし……っ、もっ、ちょ、やさしくっ、ああっ！」

「無理、こし、止まらな……ッ、くっ、んんっ！」

　暴発してしまいそうになるのを必死に耐えながら、ガツガツと叩きつけるようにリーリャの身体を揺さぶれば、お互い初めての行為はあっという間に限界を迎える。

「ヤバ、まだ早、っく、キツ……っ」

「んっんっんっ、やっ、ふぁっ、ダメ、も、むり、もうむりぃ……っ！」

「……くうぅ……っっっっ!!」

　ぎゅうぎゅうと締め付けるリーリャのナカの圧力に耐えられず、キースは遂に達した。

　すべてがリーリャの最奥に納められると、力尽きたように深く息を吐いたキースが、リーリャの額にこつんと自分の額を押し当てた。

　荒く息をつきながらうっすらと目を開けたリーリャに、優しく告げる。

「もうこれで、本当に俺のもんだ」

　きゅん、と胸が締め付けられる。ずっと、そう言ってもらいたかった。

　リーリャは微笑んでキースの頬を両手で挟んだ。

「……もう、ずっと、キースのものだったよ……？」

「ガキん時の、『ケッコン』の約束をしてから？」

「うん、ずっと」

「そっか」
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　ふっ、と浮かべたキースの笑顔は、それはもう優しくて。

　やっと、ずっと欲しかったキースの笑顔を至近距離で見られたことが嬉しくて、リーリャは彼の頸にまわした腕を引き寄せてぎゅうっと抱き締めた。










　ようやく息が整ったリーリャは、大好きな人の素肌のぬくもりを幸せに思いながら、ふと自分にまわされた腕に気付く。

「……火傷の痕、まだ残ってるね」

　キースの右の上腕部に、少し大きめの皮膚がひきつれたような痕があった。いつもは長めの袖の服を着ているため見えないので、久々にリーリャの目に入ったのだ。

「火傷なんか鍛冶屋やってりゃいくらでもできる」

　なんでもない様子で応えるキースの腕には、確かにぽつぽつと火の粉が飛んだような痕がいくつもある。だが上腕部の火傷ほど酷いものは他にはない。

　そっと、まだ痛い傷口に触れるかのようにリーリャがなぞるのをキースは苦笑する。

「今更だ、気にするな。おまえにこんな痕が残るよりずっといい」

　この火傷は、子供の頃、祖父が仕事をやっていた工房で遊んでいたリーリャが炉の近くで誤って転び、それを庇ったキースが代わりに負った怪我だった。

　リーリャが工房の作業場に立ち入るのをキースが極端に嫌い怒鳴るのはそのせいだ。

　ラティオはその言い方がリーリャを粗略に扱っているように感じたようだが、実際はそれどころか大切でしょうがないからで、ただ、近づけまいとするあまりつい怒鳴ってしまうのはキースの不器用さだ。

　もう大人になり、そんなドジもしないだろうに、過保護レベルで心配しすぎるあまり怒鳴る理由をリーリャはちゃんと知っていた。だから怒るどころかごめんと詫びるのだ。

　リーリャの体調を気遣い、働きすぎを諌め、食事の用意を休ませる。

　ろくにしゃべらずとも、態度に反してキースがリーリャを大切に扱ってくれていることを知っていたはずなのに、何故その気持ちを疑ったのだろうと、今更ながらリーリャは恥じ入る。

　身体を起こしたキースは、少し照れくさそうに視線を逸らした。

「……悪い、こんなとこで……。ベッドまでが遠くて……」

　さすがに初めての行為をソファで致してしまったことを気にしているらしい。

「そうだよ、ちゃんとベッドでって言ったのに、もう」

「……すまない。次はちゃんとベッドでする」

　次、と言われて思わず真っ赤になる。そりゃ、結婚の約束をしたんだからこの行為だって次があるのは当然だけれど、でも改めて言われると気恥ずかしい。

　と、思ったら、ソファから下りたキースがリーリャをお姫様抱っこで抱き上げた。

　ナニゴトかと思ったら隣の部屋のベッドの上まで運ばれる。疲れているだろうから寝かせてくれるのかと思ったら、キースが再び圧しかかってきた。

「え、あの、ちょっと、次って今!?　これから!?」

「今。一回したくらいじゃ全然足りない」

「待ってえ！　せめてもうちょっと休ませてぇ！」

　慌てて覆いかぶさろうとするキースの胸を必死に押さえる。それで自分の左手首に引っ掛かっているフィタに目がいって、ああ、と思い出す。

「待って！　フィタ！　フィタつけさせて！　キース、受け取ってくれるでしょ!?」

　婚約の証であるフィタをつけることで少しでも休む時間を稼ごうとするが、キースはあっさりと言った。

「要らねえ」

　え？　と目を丸くして動きを止めたリーリャだが、キースはそれを見て言い方を間違えたことに気付いたようだ。

「違う、誤解すんな。欲しくないわけじゃない。そうじゃなくて、あのな、俺の仕事なんだと思ってる。そんな紐つけたところで、ヘタすりゃ半日ももたずに燃えるわ」

「あ」

　そう言われればその通りだ。何故気付かなかったのだろう。

　すっかり失念していたリーリャが素直に落胆しているのを見て、キースは溜め息をひとつ吐くとベッドから下りた。箪笥の引き出しからなにかを出してきて、リーリャの左手を手に取る。その手首にすっぽりと嵌めたものは。

「……!!」

　腕輪だった。細身だが美しい細工の施された銀色の輪っかは、間違いなく結婚した時にお互いに揃いのデザインで身に着ける夫婦の証だ。

　大きく目を見開いて食い入るようにそれを見つめるリーリャの前で、キースが自分の腕にも同じようにそれを嵌める。

「……仕事の時には外すがそれ以外には付ける。それで勘弁しろ」

　ぶっきらぼうに言うが、それが照れ隠しなのは明らかで。

　リーリャは感極まってキースに抱きついた。

「うん！　うん、嬉しい、すっごく嬉しいよ、ありがとう！　キース大好き！」

　ぎゅうっと抱きつくリーリャのアタマを優しく撫でて、キースがうなずく。

　いつから腕輪を用意してくれていたんだろうと思うと、嬉しくて幸せで、本当に胸が熱くなる。

「リーリャ、明日こっちに引っ越してこい」

「明日？　早くない？　母さんにも言わなきゃだし」

「毎日カオ出しに来るくせにそれこそ今更だ。……それに、おまえが来ないと夜抱けねえ」

　ぶわっと赤くなるリーリャにちょっと意地悪そうな笑みを浮かべたキースは、くちづけながら再びその場にリーリャを押し倒した。










「キース、お昼だよー」

　工房にいつもの明るい声が響く。

　以前はリーリャが調理したものを持って訪ねていたが、今は彼女にとっても自宅である工房の奥の台所から、いい匂いを漂わせている。

　カン！　と良い音を響かせて振りかぶっていた槌を下ろしたキースは、額や腕に滴る汗を拭きながら立ち上がり、嫁の元へ行く。

　待っているリーリャの横をすり抜けて居間に入ろうとして、不意にキースが立ち止まって突然リーリャにくちづけた。びっくりしてナニゴトかとキースを見上げれば。

「キスっつったろ。しないと昼飯食わせてもらえねえかと」

　しれっと言ってキースが平然と歩きだすのを、リーリャは真っ赤になって追う。

「キスじゃなくてキース！　判っててわざとやってんでしょ！　もうっ、キースのえっち！」

「キスくらいでえっちとか言うな。そーいうコト言うと押し倒すぞ」

「昼間っからナニ言ってんのよ、もう、ばかあ！」

　くっくっとおもしろそうに笑うキースのあとを追って、ぷんとふくれたリーリャがその背中をぽかぽか叩く細い手首には、銀の腕輪が光る。

　そして、それを宥めようとリーリャを捕まえ、頭を腕で抱え込んで撫でるキースの手首にも、揃いの腕輪が嵌まっていた。

　仕事の時には外すと言っていたくせに、結局外さないらしい。

　その光景は、些細な言い合いとも言えない誠に平和な夫婦のいちゃいちゃだった。










　カン、カン、カン。

　パッタン、トン、パッタン、トン、パッタン、トン。

　いつも、この辺りではよく、午後になると二つの音が聞こえる。

　ひとつは鍛冶屋の槌の音、もうひとつは機織りの音だ。

　鍛冶屋は最近、嫁をもらった。工房のすぐ横に新しく機織りの作業小屋を増築し、そこで彼の嫁が午後から機織りをしているのだ。

　時折二つの音が交互に聞こえてくるのは、どちらかが相手の音に拍子を合わせているのだろうか。

『相槌』という言葉の如く、寄り添うようなその音が夫婦の仲睦まじさを表しているように楽しげで、それを聞いた人々は、羨ましくも微笑ましいと噂していた。










　お互い大好き同士だった幼馴染みの二人は、大人になって愛し合う夫婦に変わった。

　でも、それは呼び名が変わっただけで二人がお互いを必要としていたことは初めからなにも変わっていない。

　子供の頃からずっと想い合っていた二人がずっと一緒にいる約束を果たした、そんなお話。
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